
(57)【要約】

【目的】挿入部内に設けた挿入部内管路の洗浄を容易に

行えるとともに、挿入部の先端部分を構成する部品が洗

浄時に紛失するおそれがない内視鏡の先端部構造を提供

する。

【構成】挿入部内管路を有する挿入部先端に、該挿入部

内管路に接続可能なノズルを具備する可動キャップ体を

設け、この可動キャップ体を、上記ノズルが上記挿入部

内管路に連なる使用位置と、上記ノズルが上記挿入部内

管路の先端から離間する洗浄位置とに移動可能に支持し

たことを特徴とする内視鏡の先端部構造使用位置洗浄位

置。

【選択図】　　　図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
挿 入 部 内 管 路 を 有 す る 挿 入 部 先 端 に 、 該 挿 入 部 内 管 路 に 接 続 可 能 な ノ ズ ル を 具 備 す る 可 動
キ ャ ッ プ 体 を 設 け 、
こ の 可 動 キ ャ ッ プ 体 を 、 上 記 ノ ズ ル が 上 記 挿 入 部 内 管 路 に 連 な る 使 用 位 置 と 、 上 記 ノ ズ ル
が 上 記 挿 入 部 内 管 路 の 先 端 か ら 離 間 す る 洗 浄 位 置 と に 移 動 可 能 に 支 持 し た こ と を 特 徴 と す
る 内 視 鏡 の 先 端 部 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ 記 載 の 内 視 鏡 の 先 端 部 構 造 に お い て 、 上 記 挿 入 部 内 に 、 そ の 先 端 が 上 記 可 動 キ ャ
ッ プ 体 に 固 着 さ れ 、 操 作 部 側 で の 操 作 に よ っ て 、 上 記 可 動 キ ャ ッ プ 体 を 上 記 使 用 位 置 と 洗
浄 位 置 と の 間 に 移 動 さ せ る 操 作 部 材 が 設 け ら れ て い る 内 視 鏡 の 先 端 部 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 内 視 鏡 の 先 端 部 構 造 に お い て 、 上 記 挿 入 部 内 管 路 が 、 送 気 ま た は
送 水 の 少 な く と も 一 方 を 行 う 管 路 で あ る 内 視 鏡 の 先 端 部 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 ３ 記 載 の 内 視 鏡 の 先 端 部 構 造 に お い て 、 上 記 ノ ズ ル 内 の 管 路 が 、 上 記 可 動 キ ャ ッ プ
体 か ら 前 方 に 向 か っ た 後 に 後 方 を 向 き 、 上 記 可 動 キ ャ ッ プ 体 が 上 記 使 用 位 置 に あ る と き 、
上 記 ノ ズ ル の 先 端 開 口 が 上 記 先 端 部 先 端 に 設 け ら れ た 対 物 レ ン ズ 側 を 向 く 内 視 鏡 の 先 端 部
構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 内 視 鏡 の 先 端 部 構 造 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 技 術 及 び そ の 問 題 点 】
挿 入 部 と 、 操 作 部 と 、 コ ネ ク タ 部 を 有 す る 内 視 鏡 の 挿 入 部 の 先 端 部 の 先 端 面 に は 、 通 常 、
配 光 レ ン ズ 、 対 物 レ ン ズ 、 吸 引 口 （ 鉗 子 チ ャ ン ネ ル の 出 口 ） 、 及 び 、 挿 入 部 内 に 配 設 さ れ
た 送 気 管 路 及 び 送 水 管 路 と そ れ ぞ れ 連 通 す る 送 気 ノ ズ ル と 送 水 ノ ズ ル と が 設 け ら れ て い る
。
こ れ ら 送 気 ノ ズ ル と 送 水 ノ ズ ル の 管 路 は 、 先 端 部 の 先 端 面 か ら 前 方 に 向 か っ た 後 に 後 方 に
向 い 、 そ の 先 端 開 口 が 対 物 レ ン ズ 側 を 向 い て い る 。 こ の た め 、 送 気 ノ ズ ル か ら 空 気 を 、 送
水 ノ ズ ル か ら 水 を 、 対 物 レ ン ズ に 向 け て そ れ ぞ れ 噴 射 す る こ と に よ り 、 対 物 レ ン ズ 表 面 の
汚 れ を 除 去 で き る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
内 視 鏡 を 体 腔 内 に 挿 入 す る と 、 送 気 ノ ズ ル と 送 水 ノ ズ ル の 内 部 に 体 内 の 汚 物 等 が 溜 ま っ て
し ま う 。
し か し 、 コ ネ ク タ 部 に 設 け た 送 気 管 路 と 送 水 管 路 の 入 口 側 端 部 か ら 、 送 気 管 路 と 送 水 管 路
の 内 部 に ブ ラ シ を 挿 入 し て 、 汚 物 を ノ ズ ル 側 に 押 し 出 し て も 、 ノ ズ ル 内 の 管 路 が 屈 曲 し て
い る た め 、 汚 物 を ノ ズ ル の 先 端 開 口 か ら 内 視 鏡 の 外 部 に 排 出 す る の が 難 し い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
こ の よ う な 問 題 を 解 決 す る た め 特 許 文 献 １ で は 、 挿 入 部 の 先 端 部 を 、 送 気 管 路 と 送 水 管 路
が 形 成 さ れ た 先 端 部 本 体 と 、 該 先 端 部 本 体 に 着 脱 可 能 で 、 送 気 管 路 と 送 水 管 路 の 先 端 に 接
続 可 能 な ノ ズ ル が 一 体 成 形 さ れ た ゴ ム 製 の 先 端 キ ャ ッ プ と で 構 成 し 、 先 端 キ ャ ッ プ を 先 端
部 本 体 か ら 取 り 外 し た 後 に 、 送 気 管 路 と 送 水 管 路 を ブ ラ ッ シ ン グ す る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
し か し 、 先 端 キ ャ ッ プ が ゴ ム 製 の 薄 肉 部 材 で あ る た め 、 剛 性 が 低 く 、 先 端 部 本 体 へ の 着 脱
が 難 し い 。
さ ら に 、 先 端 キ ャ ッ プ が 着 脱 式 な の で 、 洗 浄 の た め に 先 端 部 本 体 か ら 取 り 外 し た 先 端 キ ャ
ッ プ が 紛 失 し て し ま う お そ れ も あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
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【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 ８ － ２ ９ ７ ０ ０ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 の 目 的 】
本 発 明 は 、 挿 入 部 内 に 設 け た 挿 入 部 内 管 路 の 洗 浄 を 容 易 に 行 え る と と も に 、 挿 入 部 の 先 端
部 分 を 構 成 す る 部 品 が 洗 浄 時 に 紛 失 す る お そ れ が な い 内 視 鏡 の 先 端 部 構 造 を 提 供 す る こ と
を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 発 明 の 概 要 】
本 発 明 の 内 視 鏡 の 先 端 部 構 造 は 、 挿 入 部 内 管 路 を 有 す る 挿 入 部 先 端 に 、 該 挿 入 部 内 管 路 に
接 続 可 能 な ノ ズ ル を 具 備 す る 可 動 キ ャ ッ プ 体 を 設 け 、 こ の 可 動 キ ャ ッ プ 体 を 、 上 記 ノ ズ ル
が 上 記 挿 入 部 内 管 路 に 連 な る 使 用 位 置 と 、 上 記 ノ ズ ル が 上 記 挿 入 部 内 管 路 の 先 端 か ら 離 間
す る 洗 浄 位 置 と に 移 動 可 能 に 支 持 し た こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
上 記 挿 入 部 内 に 、 そ の 先 端 が 上 記 可 動 キ ャ ッ プ 体 に 固 着 さ れ 、 操 作 部 側 で の 操 作 に よ っ て
、 上 記 可 動 キ ャ ッ プ 体 を 上 記 使 用 位 置 と 洗 浄 位 置 と の 間 に 移 動 さ せ る 操 作 部 材 を 設 け る の
が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
上 記 挿 入 部 内 管 路 が 、 送 気 ま た は 送 水 の 少 な く と も 一 方 を 行 う 管 路 で あ る の が 実 際 的 で あ
る 。
【 ０ ０ １ １ 】
さ ら に 、 上 記 ノ ズ ル 内 の 管 路 が 、 上 記 可 動 キ ャ ッ プ 体 か ら 前 方 に 向 か っ た 後 に 後 方 を 向 き
、 上 記 可 動 キ ャ ッ プ 体 が 上 記 使 用 位 置 に あ る と き 、 上 記 ノ ズ ル の 先 端 開 口 が 上 記 先 端 部 先
端 に 設 け ら れ た 対 物 レ ン ズ 側 を 向 く よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
ま ず 、 本 発 明 の 対 象 と す る 内 視 鏡 の 構 成 例 を 説 明 す る 。 図 １ に 示 す 内 視 鏡 は 医 療 用 の 電 子
内 視 鏡 １ ０ で あ り 、 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る 挿 入 部 １ １ と そ の 基 部 側 に 接 続 さ れ た 操 作 部 １ ２
を 有 し て い る 。 挿 入 部 １ １ は 、 先 端 側 か ら 順 に 先 端 部 １ ３ 、 湾 曲 部 １ ４ 及 び 可 撓 管 部 １ ５
を 有 し て お り 、 さ ら に 可 撓 管 部 １ ５ が 連 結 部 １ ６ を 介 し て 操 作 部 １ ２ に 接 続 し て い る 。 操
作 部 １ ２ か ら は ユ ニ バ ー サ ル チ ュ ー ブ １ ７ が 延 設 さ れ て お り 、 該 ユ ニ バ ー サ ル チ ュ ー ブ １
７ の 末 端 に 設 け た コ ネ ク タ 部 １ ８ は 、 内 視 鏡 本 体 と は 別 体 の プ ロ セ ッ サ （ 図 示 略 ） に 着 脱
可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
挿 入 部 １ １ の う ち 、 可 撓 管 部 １ ５ は 柔 軟 で 可 撓 性 を 有 し て い る 。 周 知 の よ う に 、 操 作 部 １
２ に 設 け た 湾 曲 操 作 ノ ブ １ ２ ａ を 回 動 操 作 す る こ と に よ っ て 、 湾 曲 部 １ ４ が 湾 曲 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
先 端 部 １ ３ は 、 硬 性 部 材 に よ り 構 成 さ れ て お り 、 そ の 先 端 外 周 部 に は 環 状 凹 部 １ ３ ａ が 形
成 さ れ て い る （ 図 ３ 、 図 ４ 参 照 ） 。
さ ら に 、 先 端 部 １ ３ の 先 端 を な す 分 離 面 １ ３ ｂ に は ２ 個 の 円 柱 状 突 起 １ ３ ｃ 、 １ ３ ｄ が 設
け ら れ て お り 、 各 突 起 １ ３ ｃ 、 １ ３ ｄ の 前 面 に は そ れ ぞ れ 対 物 レ ン ズ １ ９ と 配 光 レ ン ズ （
照 明 窓 ） ２ ０ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
対 物 レ ン ズ １ ９ で 結 像 さ れ た 観 察 像 は 、 Ｃ Ｃ Ｄ ２ １ か ら ユ ニ バ ー サ ル チ ュ ー ブ １ ７ の コ ネ
ク タ 部 １ ８ ま で 配 設 さ れ た 画 像 信 号 伝 送 用 ケ ー ブ ル ２ ２ を 介 し て 、 電 子 画 像 信 号 と し て プ
ロ セ ッ サ の 画 像 処 理 装 置 に 送 ら れ る 。 プ ロ セ ッ サ で は 、 電 子 画 像 を モ ニ タ に 表 示 し た り 画
像 記 録 媒 体 に 記 録 す る こ と が で き る 。 操 作 部 １ ２ に は 、 画 像 処 理 関 連 の 遠 隔 操 作 を 行 う た
め の 複 数 の リ モ ー ト 操 作 ボ タ ン ス イ ッ チ ２ ３ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
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ま た 、 先 端 部 １ ３ の 配 光 レ ン ズ ２ ０ に は 、 ユ ニ バ ー サ ル チ ュ ー ブ １ ７ の コ ネ ク タ 部 １ ８ か
ら 挿 入 部 １ １ の 先 端 部 １ ３ ま で 配 設 さ れ た ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ バ ン ド ル ２ ４ （ 図 ３ 、 及
び 図 ４ 参 照 ） を 介 し て 、 プ ロ セ ッ サ に 設 け た 光 源 か ら の 照 明 光 が 与 え ら れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
連 結 部 １ ６ に は 、 鉗 子 や 高 周 波 焼 灼 処 置 具 と い っ た 処 置 具 を 挿 入 す る た め の 処 置 具 挿 入 口
突 起 ２ ５ が 設 け ら れ て お り 、 該 処 置 具 挿 入 口 突 起 ２ ５ か ら 電 子 内 視 鏡 １ ０ 内 方 に 向 け て 、
処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル （ 図 示 略 ） が 延 設 さ れ て お り 、 そ の 出 口 ２ ５ ａ は 先 端 部 １ ３ の 分 離
面 １ ３ ｂ に 設 け ら れ て い る 。 こ の 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル に は 、 一 端 が 負 圧 源 に 接 続 さ れ た
吸 引 チ ュ ー ブ （ い ず れ も 不 図 示 ） が 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
ま た 、 操 作 部 １ ２ の 後 端 部 に は 、 副 送 水 を 注 入 す る た め の 副 送 水 注 入 口 ２ ６ が 設 け ら れ て
い る 。 副 送 水 注 入 口 ２ ６ は 、 電 子 内 視 鏡 １ ０ の 内 部 を 貫 通 す る 副 送 水 チ ャ ン ネ ル （ 図 示 略
） の 後 端 部 に 接 続 し て お り 、 そ の 出 口 ２ ６ ａ は 先 端 部 １ ３ の 分 離 面 １ ３ ｂ に 設 け ら れ て い
る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
電 子 内 視 鏡 １ ０ の 内 部 に は 、 コ ネ ク タ 部 １ ８ か ら 先 端 部 １ ３ に わ た っ て 送 気 管 路 （ 挿 入 部
内 管 路 ） （ 図 示 略 ） と 送 水 管 路 （ 挿 入 部 内 管 路 ） ２ ７ が 配 設 さ れ て お り 、 送 気 管 路 の 出 口
と 送 水 管 路 ２ ７ の 出 口 ２ ７ ａ は 先 端 部 １ ３ の 分 離 面 １ ３ ｂ に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
図 ３ 及 び 図 ４ に 示 す よ う に 、 挿 入 部 １ １ の 内 部 に は 金 属 製 の 操 作 ワ イ ヤ （ 操 作 部 材 ） Ｗ が
、 そ の 周 囲 を 保 護 コ イ ル ２ ８ で 包 囲 さ れ た 状 態 で 配 設 さ れ て お り 、 操 作 ワ イ ヤ Ｗ は 挿 入 部
１ １ の 軸 線 方 向 に 移 動 自 在 と な っ て い る 。 こ の 操 作 ワ イ ヤ Ｗ は 、 操 作 部 １ ２ に 設 け た 操 作
レ バ ー （ 図 示 略 ） を 操 作 す る こ と に よ り 、 挿 入 部 １ １ の 軸 線 方 向 に 進 退 す る 。 先 端 部 １ ３
に は 、 挿 入 部 １ １ の 軸 線 方 向 を 向 く 案 内 孔 ２ ９ が 穿 設 さ れ て お り 、 こ の 案 内 孔 ２ ９ に は 棒
状 の 連 結 部 材 （ 操 作 部 材 ） ３ ０ が 摺 動 自 在 に 嵌 合 し て お り 、 連 結 部 材 ３ ０ の 後 端 部 に 操 作
ワ イ ヤ Ｗ の 前 端 部 が 固 着 し て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
先 端 部 １ ３ の 分 離 面 １ ３ ｂ の 直 前 に は 、 正 面 視 円 形 を な す と と も に 、 そ の 後 面 外 周 縁 に 後
ろ 向 き の 環 状 突 起 ３ １ ａ が 設 け ら れ た 可 動 キ ャ ッ プ 体 ３ １ が 設 け ら れ て お り 、 こ の 可 動 キ
ャ ッ プ 体 ３ １ に は 、 先 端 部 １ ３ の 分 離 面 １ ３ ｂ か ら 前 方 に 突 出 す る 連 結 部 材 ３ ０ の 前 端 部
が 固 着 し て い る 。 従 っ て 、 操 作 レ バ ー を 正 逆 両 方 向 に 操 作 す る と 、 可 動 キ ャ ッ プ 体 ３ １ は
、 そ の 環 状 突 起 ３ １ ａ が 環 状 凹 部 １ ３ ａ に 嵌 合 し 、 そ の 後 面 （ 裏 面 ） ３ １ ｂ が 先 端 部 １ ３
の 分 離 面 １ ３ ｂ に 当 接 す る 使 用 位 置 （ 図 ３ の 位 置 ） と 、 環 状 突 起 ３ １ ａ が 環 状 凹 部 １ ３ ａ
の 前 方 に 離 間 し 、 そ の 後 面 ３ １ ｂ が 先 端 部 １ ３ の 分 離 面 １ ３ ｂ の 前 方 に 離 れ る 洗 浄 位 置 （
図 ４ の 位 置 ） と の 間 を 進 退 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
さ ら に 、 可 動 キ ャ ッ プ 体 ３ １ に は 、 突 起 １ ３ ｃ 、 突 起 １ ３ ｄ 、 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル の 出
口 ２ ５ ａ 、 副 送 水 チ ャ ン ネ ル の 出 口 ２ ６ ａ と 対 応 す る 位 置 に 、 円 形 の 対 物 レ ン ズ 孔 ３ ２ 、
配 光 レ ン ズ 孔 ３ ３ 、 処 置 具 挿 通 孔 ３ ４ 、 副 送 水 孔 ３ ５ が 穿 設 さ れ て い る 。 ま た 、 可 動 キ ャ
ッ プ 体 ３ １ の 送 気 管 路 の 出 口 と 送 水 管 路 ２ ７ の 出 口 ２ ７ ａ と 対 応 す る 部 分 に は 、 と も に 金
属 製 の 送 気 ノ ズ ル （ ノ ズ ル ） ３ ６ と 送 水 ノ ズ ル （ ノ ズ ル ） ３ ７ が 設 け ら れ て お り 、 送 気 ノ
ズ ル ３ ６ と 送 水 ノ ズ ル ３ ７ の 管 路 ３ ６ ａ 、 ３ ７ ａ は 、 前 方 に 向 か っ た 後 に 後 方 を 向 い て い
る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
操 作 レ バ ー を 操 作 し て 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 可 動 キ ャ ッ プ 体 ３ １ を 使 用 位 置 に 移 動 さ せ る
と 、 突 起 １ ３ ｃ が 対 物 レ ン ズ 孔 ３ ２ 内 に 、 突 起 １ ３ ｄ が 配 光 レ ン ズ 孔 ３ ３ 内 に そ れ ぞ れ 位
置 し 、 対 物 レ ン ズ １ ９ と 配 光 レ ン ズ ２ ０ が 可 動 キ ャ ッ プ 体 ３ １ の 前 面 に 露 出 す る 。 さ ら に
、 副 送 水 チ ャ ン ネ ル の 出 口 ２ ６ ａ と 副 送 水 孔 ３ ５ 、 及 び 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル の 出 口 ２ ５
ａ と 処 置 具 挿 通 孔 ３ ４ が 接 続 し 、 送 気 管 路 の 出 口 と 送 気 ノ ズ ル ３ ６ 、 及 び 送 水 管 路 ２ ７ の
出 口 ２ ７ ａ と 送 水 ノ ズ ル ３ ７ が 接 続 す る 。 こ の と き 、 送 気 ノ ズ ル ３ ６ と 送 水 ノ ズ ル ３ ７ の
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先 端 開 口 は 対 物 レ ン ズ １ ９ 側 を 向 く の で 、 操 作 部 １ ２ に 設 け た 送 気 送 水 ボ タ ン ３ ８ を 押 せ
ば 、 送 気 ノ ズ ル ３ ６ か ら 圧 縮 空 気 が 、 ま た は 送 水 ノ ズ ル ３ ７ か ら 水 が 、 対 物 レ ン ズ １ ９ に
向 け て 噴 射 さ れ 対 物 レ ン ズ １ ９ が 洗 浄 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
こ の よ う に 可 動 キ ャ ッ プ 体 ３ １ が 使 用 位 置 に あ る と き 、 操 作 部 １ ２ に 設 け た 吸 引 ボ タ ン ３
８ を 押 圧 し な け れ ば 、 例 え ば 、 処 置 具 挿 入 口 突 起 ２ ９ か ら 鉗 子 な ど の 処 置 具 を 挿 入 さ せ 、
処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル を 通 し て 先 端 部 １ ３ か ら 突 出 さ せ る こ と が で き る 。
一 方 、 吸 引 ボ タ ン ３ ８ を 押 圧 す る と 、 負 圧 源 の 負 圧 が 吸 引 チ ュ ー ブ を 介 し て 処 置 具 挿 通 チ
ャ ン ネ ル ま で 及 ぶ よ う に な り 、 可 動 キ ャ ッ プ 体 ３ １ の 処 置 具 挿 通 孔 ３ ４ か ら 体 液 等 の 流 体
を 吸 引 す る こ と が で き る の で 、 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル を 吸 引 用 の 管 路 と し て 使 用 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
ま た 、 副 送 水 注 入 口 ２ ６ に 図 示 し な い 副 送 水 送 出 源 か ら 延 び る チ ュ ー ブ が 接 続 し 、 副 送 水
チ ャ ン ネ ル を 通 し て 可 動 キ ャ ッ プ 体 ３ １ の 副 送 水 孔 ３ ５ へ 副 送 水 を 送 る こ と が で き る 。 副
送 水 と は 、 送 水 管 路 ２ ７ に よ る 送 水 と は 別 に 、 副 送 水 孔 ３ ５ か ら 観 察 対 象 へ 向 け て 射 出 さ
れ る 液 体 で あ り 、 観 察 対 象 の 洗 浄 や 染 色 に 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
一 方 、 操 作 レ バ ー を 操 作 し て 、 可 動 キ ャ ッ プ 体 ３ １ を 洗 浄 位 置 に 移 動 さ せ る と 、 図 ４ に 示
す よ う に 、 環 状 突 起 ３ １ ａ が 環 状 凹 部 １ ３ ａ の 前 方 に 離 間 し 、 可 動 キ ャ ッ プ 体 ３ １ の 後 面
３ １ ｂ が 先 端 部 １ ３ の 分 離 面 １ ３ ｂ か ら 前 方 に 離 間 し 、 可 動 キ ャ ッ プ 体 ３ １ の 後 面 ３ １ ｂ
と 分 離 面 １ ３ ｂ と の 間 に 隙 間 が 形 成 さ れ 、 送 気 ノ ズ ル ３ ６ と 送 気 管 路 、 及 び 送 水 ノ ズ ル ３
７ と 送 水 管 路 ２ ７ の 接 続 が 解 除 さ れ る 。 さ ら に 、 突 起 １ ３ ｃ が 対 物 レ ン ズ 孔 ３ ２ 内 を 、 突
起 １ ３ ｄ が 配 光 レ ン ズ 孔 ３ ３ 内 を そ れ ぞ れ 後 退 し 、 さ ら に 、 副 送 水 チ ャ ン ネ ル の 出 口 ２ ６
ａ と 副 送 水 孔 ３ ５ 、 及 び 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル の 出 口 ２ ５ ａ と 処 置 具 挿 通 孔 ３ ４ が そ れ ぞ
れ 離 間 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
従 っ て 、 こ の 状 態 で 送 気 管 路 の 入 口 と 送 水 管 路 ２ ７ の 入 口 と に 、 図 示 を 省 略 し た ブ ラ シ を
挿 入 し 、 送 気 管 路 と 送 水 管 路 ２ ７ の 内 部 を そ れ ぞ れ の 出 口 側 に 向 か っ て 洗 浄 す る と 、 送 気
管 路 内 と 送 水 管 路 ２ ７ 内 に 残 留 し て い た 汚 物 等 が 、 送 気 管 路 の 出 口 と 送 水 管 路 ２ ７ の 出 口
２ ７ ａ か ら 、 先 端 部 １ ３ の 分 離 面 １ ３ ｂ と 可 動 キ ャ ッ プ 体 ３ １ の 後 面 ３ １ ｂ の 間 の 隙 間 に
押 し 出 さ れ 、 こ の 隙 間 か ら 電 子 内 視 鏡 １ ０ の 外 部 に 排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
こ の よ う に 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 挿 入 部 １ １ 内 に 設 け た 送 気 管 路 と 送 水 管 路 ２ ７ の 洗 浄 を
容 易 に 行 え る と と も に 、 先 端 部 １ ３ に 対 し て 移 動 す る 可 動 キ ャ ッ プ 体 ３ １ が 、 連 結 部 材 ３
０ に よ っ て 常 に 挿 入 部 １ １ と 一 体 と な っ て い る の で 、 洗 浄 時 に お い て 可 動 キ ャ ッ プ 体 ３ １
が 紛 失 す る お そ れ も な い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に よ れ ば 、 挿 入 部 内 に 設 け た 挿 入 部 内 管 路 の 洗 浄 を 容 易 に 行 え る と と も に 、 挿 入 部
の 先 端 部 分 を 構 成 す る 部 品 が 洗 浄 時 に 紛 失 す る お そ れ を な く す こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 の 電 子 内 視 鏡 の 全 体 構 造 を 示 す 外 観 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 電 子 内 視 鏡 の 挿 入 部 先 端 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 可 動 キ ャ ッ プ 体 が 使 用 位 置 に あ る と き の 挿 入 部 の 先 端 部 分 の 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 可 動 キ ャ ッ プ 体 が 洗 浄 位 置 に あ る と き の 挿 入 部 の 先 端 部 分 の 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ 　 　 電 子 内 視 鏡
１ １ 　 　 挿 入 部
１ ２ 　 　 操 作 部
１ ２ ａ 　 湾 曲 操 作 ノ ブ
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１ ３ 　 　 先 端 部
１ ３ ａ 　 環 状 凹 部
１ ３ ｂ 　 分 離 面
１ ３ ｃ 　 １ ３ ｄ 　 突 起
１ ４ 　 　 湾 曲 部
１ ５ 　 　 可 撓 管 部
１ ６ 　 　 連 結 部
１ ７ 　 　 ユ ニ バ ー サ ル チ ュ ー ブ
１ ８ 　 　 コ ネ ク タ 部
１ ９ 　 　 対 物 レ ン ズ
２ ０ 　 　 配 光 レ ン ズ
２ １ 　 　 Ｃ Ｃ Ｄ
２ ２ 　 　 画 像 信 号 伝 送 用 ケ ー ブ ル
２ ３ 　 　 リ モ ー ト 操 作 ボ タ ン ス イ ッ チ
２ ４ 　 　 ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ バ ン ド ル
２ ５ 　 　 処 置 具 挿 入 口 突 起
２ ５ ａ 　 出 口
２ ６ 　 　 副 送 水 注 入 口
２ ６ ａ 　 出 口
２ ７ 　 　 送 水 管 路 （ 挿 入 部 内 管 路 ）
２ ７ ａ 　 出 口
２ ８ 　 　 保 護 コ イ ル
２ ９ 　 　 案 内 孔
３ ０ 　 　 連 結 部 材 （ 操 作 部 材 ）
３ １ 　 　 可 動 キ ャ ッ プ 体
３ １ ａ 　 環 状 突 起
３ ２ 　 　 対 物 レ ン ズ 孔
３ ３ 　 　 配 光 レ ン ズ 孔
３ ４ 　 　 処 置 具 挿 通 孔
３ ５ 　 　 副 送 水 孔
３ ６ 　 　 送 気 ノ ズ ル （ ノ ズ ル ）
３ ６ ａ 　 管 路
３ ７ 　 　 送 水 ノ ズ ル （ ノ ズ ル ）
３ ７ ａ 　 管 路
Ｗ 　 　 　 操 作 ワ イ ヤ （ 操 作 部 材 ）
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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